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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
よ
り
堺
愛
育
会
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い

う
大
変
な
事
態
に
な
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中

で
多
く
の
死
者
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
高
校
野
球
、
祭
り
、
花
火
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
り
、
プ
ロ
野
球
、
大
相
撲
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

や
コ
ン
サ
ー
ト
が
無
観
客
開
催
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
も
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら
の
生
活
様
式

に
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
今
年
は

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
頭
の
ご
挨
拶 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

堺
愛
育
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
本
市
障
害
福
祉

行
政
に
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
私
た
ち

も
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
模
索
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
感
染
防

止
に
気
を
付
け
な
が
ら
活
動
の
継
続
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

実
際
、
あ
す
な
ろ
授
産
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
個
性
と
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
授
産

製
品
の
製
作
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
交
流
の
機
会
の

創
設
、
食
育
や
防
災
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
、
利
用
者
の
日
中
活
動
が
充
実
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
様
々
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
あ
す
な
ろ
授
産
所
が
利
用
者
や
近
隣
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
、
利

用
者
の
意
見
を
聴
き
、
と
も
に
考
え
な
が
ら
取
り
組
む
姿
勢
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
、
皆
様
の
活
動
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
お
け
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
職

員
、
利
用
者
と
も
に
不
安
を
感
じ
る
点
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
市
も
、
皆
様
と

連
携
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
の
多
い
年
に
な
り
ま
す

と
と
も
に
、
堺
愛
育
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
一
日
も
早
い
感
染
の
収
束
を
祈
念
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

「
知
的
障
が
い
者
に
暖

か
い
太
陽
の
光
を
あ
て

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
人
達

の
住
む
と
こ
ろ
・
集
ま

る
と
こ
ろ
は
、
陽
光
の

サ
ン
サ
ン
と
ふ
り
そ
そ

ぐ
、
陽
の
あ
た
る
丘
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
そ
の
意
味
で

「
陽
の
丘
」
と
名
づ
け

た
。 
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孝
一  

２ ０ ２

         
 明けましておめでとうございます。 

 昨年は新型コロナウィルスという大きな問題に直面し今までしたことがない体験をしました。そ

の様な中でも前向きに考え、工夫して感染者を出すことなく、利用者様に楽しく満足していただけ

るようにと、考えながら活動を提供してきました。いろいろ取り組んでいく中で、良い発見ができ

たことも多くさんありました。 

 今年も、あすなろ授産所は元気に楽しく活動をしていきたいと思います。 （渡辺） 

         堺愛育会への入会のお願い 
 堺愛育会の活動にご賛同、ご協力をしていただける方の入会を募っています。会費は
１口 １０００円です。よろしくお願いいたします。 

振り込み先： ゆうちょ銀行 ００９１０－７－３１０５０６ 

堺愛育会 

（オレンジ色の振込用紙で振り込みをお願いいたします） 

     また、連絡をいただきましたら、振込用紙を送らせていただきます。 

<ちょっと情報 >    知的障がいのある人の住まい 
 

 「どこで暮らすのか？」「誰と暮らすのか？」生活の基盤になる「住まい」
はとても大切な問題です。「住まい」は着実に選択肢が増えています。 

①自宅（家族同居） 

   自宅で親きょうだいと一緒に暮らし、昼間は会社や作業所などへ通い、休日は自宅で 

   過ごしたり家族やヘルパーと出かけたりします。 

②グループホーム（共同生活援助） 

   支援を受けながら少人数で共同生活し、昼間は会社や作業所などへ通い、休日は自室 

   で過ごしたりヘルパーと出かけたりします。 

③シェアハウスタイプの共同生活 

   家賃を分担する目的で集った人たちと共同生活し、昼間は会社や作業所などへ通い、 

   休日は自室で過ごしたり自分で（時にはヘルパーと）出かけたりします。 

④社員寮 

   会社の用意した寮で暮らし、昼間は会社に通い、休日は自室で過ごしたり自分で（時 

   にはヘルパーと）出かけたりします。 

⑤アパートなどの独立生活 

   自宅やアパートなどで親元を離れて独立生活をし、昼間は会社や作業所などへ通い、 

   休日は自室で過ごしたり自分で（時にはヘルパーと）出かけたりします。 

⑥入所施設（障害者支援施設） 

   入所施設で支援を受けながら大人数で共同生活し、昼間は作業所や施設へ通い、休日 

   は自室で過ごします。 

⑦親元を離れて暮らす練習 

   訓練施設やグループホームで親元を離れて暮らす練習をし、昼間は会社や作業所など 

   へ通い、休日は自室で過ごしたりヘルパーと出かけたりします。 

 



        ☆救命救急講習会☆ 

１１月３０日、堺市消防局より救急救命士に来て頂き、職員・利用

者様で救命入門コースを受講しました。講習では、実際に胸骨圧迫と

ＡＥＤを使用して心肺蘇生について学びました。利用者様も集中して

話を聞き、実技も一生懸命に取り組まれていました。救命士さんよ

り、心肺停止は自宅で起きるケースが一番多いとのお話がありました。また心肺停止は子

どもや元気な方、誰にでも起こる可能性があり、予期せず大切な家族や仲間が突然倒れる

ことがあるかもしれません。 

命を救うことは簡単なことではありません。だからこそ、いざという時に命を守る行動

をとるためには講習会等で知識を持つことは大切だと思います。今後も定期的に安全や救

命の勉強会等を実施していきたいと考えています。         （看護師 深海） 

        あすなろ授産所の感染防止対策 
 

☆手洗い、うがい、検温、消毒、マスクの着用を徹底。 

    手洗いや消毒、うがい、マスクをすることを嫌がっていた利用者様も毎日、繰り返しして
いくうちに少しづつできるようになったり、また少しの時間でも「マスクをしようね」と声
掛けして、一瞬だけどできるようになったり、職員も最初はメガネが曇る、夏は暑いなあ、
と言いながらもマスクの生活に慣れてきました。 

  事業所内や送迎車両の消毒も徹底して行っています。 

☆定期的に換気する。 

    事業所内では、できるだけ窓を開けて換気に努めました。ま
た、送迎時には車の窓を開けて送迎しています。 

☆三蜜を避ける。 

   人数が多い時は、グループに分かれて活動しました。事業所内で活動するグループ、車で外
に出て散歩やドライブをするグループというように少人数で活動をしました。外出の際にも
室内は避け散歩、野球、魚にエサをあげる、花見など外でできる活動をしています。 

  事業所内でも部屋を分けるなど三密にならないように工夫をしました。机を
離し、隣の席と離れてすわる。対面にならないように小さい机を多く使って作
業や食事をしています。 

    また、送迎時にはワゴン車は６人まで、軽自動車は３人まで
と乗車人数を少なくして送迎のコースを増やして送迎していま
す。 

☆飛沫防止 

    飛沫防止の為のつい立を手作りしました。 

☆非接触 

  非接触体温計、センサー水道蛇口・手洗い石鹸ポンプを導入しました。今までは水道はレ
バー式、石鹸はポンプ式で、最初は利用者様も職員も慣れませんでしたが、今では水や石鹸
が自動で出てくるので、「これは便利」と使っています。 

  挨拶する時やハイタッチをする時は、エアータッチをしています。 

☆新型コロナウィルスに関する研修 

    正しい手洗いの方法、新型コロナウィルスってどんなウィルス？かかったらどうしたらい
いの？感染しないためには？などを説明やプリントや映像を使って学びました。利用者様も
職員も、またご家族様にも情報提供して皆で勉強しました。 

☆「うつらない」「うつさない」を合言葉に。 

    自分が「感染しないように自分を守る」、「他の人にうつさないように利用者様、職員、
家族、友人を守る」感染防止対策を徹底しています。 

       

今年は新型コロナウィルス感染症のため、いつものような全員でマイクロバスに乗って…という遠足

ではなく、三密を避けるためグループに分かれての遠足になりました。場所も人が少なく密にならない

所を選び、昼食はテイクアウトできるものを公園で食べました。 

 １０月６日から１１月３０日にかけて、１０グループ（職員２人、利用者様２人～４人）に分かれて

グループ遠足を実施しました。 

行先は浜寺公園、とんぼ池公園、松尾寺公園、海とのふれあい広場、大仙公園の中から利用者様が希望

する場所へ行きました。初めての試みでしたが、利用者様も職員も戸惑うことなくスムーズに遠足を楽

しんでいました。 

 各グループで行先や昼食内容も異なる為、利用者様同士で「俺マクド食べるねん！」「私お弁当にし

ようかな？」「どこの場所にいくの？」「浜寺公園やで！」等、利用者様の間で話のきっかけにもなり

ました。 

 実際公園で食べる昼ご飯はすごくおいしくて、普段とは違った内容で利用者様も職員も楽しんでいま

した。また、少人数のグループという事もあり、ゆっくり過ごすことができ、参加された方も笑顔が多

くリラックスして過ごされていました。 

雨天で延期になったグループもありましたが、事故なく、トラブルなく利用者様も職員も楽しく参加

できたことが一番良かったと思います。新型コロナウィルス感染拡大の為、イベントの縮小等もありま

すが、今後とも利用者様も職員も一緒に楽しめるイベントができればと思っています。 

                                                  (西村）                                 

１０月１３日（火）浜寺公園 １０月１４日（水）トンボ池公園 １０月２０日（火）松尾寺公園 

１０月２２日(木）海とのふれあい広場 １０月２４日（土）大仙公園 １０月３１日（土）大仙公園 

  グループ遠足 


